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ひとつ、ひとつの 申小金銭ストーリー@鶴突な笹曾こそ人材の確保・定策・宵.. の鎗

l将来の結婚・出産を考え、手に職をと IT
似合稚アーブ |業界へ転職。未経験でも本人のやる気と会

{ツフトウ'%:.7回船 1社の支援で、確実に成長・定着する。

金〈の*経験です.

様式会社アープは、クラウド・Web・業君臨系・

医療系を中心t之、自社オリジナルのパッケージソ

フトの開錆や、ソフトウェアの委託開絡を手掛It

る会社です.最近ではディープラーニングを活用

したAIの研究開発にもカを入れています.

今回お隠しを伺った菊固さんは、ウエディング

業界の営業臓から、聞社に転職して間もなく 2年、

転職前には.プログラミングなどの経験は全くな

かったそうです.その菊田さんが、あえてIT業

界に飛び込んだ理由は『結帰とか出産とか将来を

見据えた時、休獄後、仕事に復帰することを考え

たら、やっぱり自分の手に職を付けたいなという

のがありました.まだ20織代なので今かなど恩

って、転載しました.Jとのこと.とはいえ全く

未経験の、しかも IT践衡を習得するのは大変だ

ったことは容易に想像できます.rそうですね.
大変でした.元から、パソコンは好きで、学生の

頃はプログとか自分で作っていたので、イケるか

なと恩って入社したんですけど、金然遭っていた

ので、島初の監は高かったですね。』とのこと.

『 阿旬鮭長との幽会い

IT関係の企業は、世の中に数多くあります。

守ーー司

先織を華街開発事業部菊図書寿美さん

菊田さんに、その中からアープを選んだ理由を伺

うと、阿郁社長との出会いが大きかったようです

が、この曾い方は少し遣っているかも知れません。

なぜなら、アープの社員の方は、皆、『社長jで

はな<r阿部さん』と呼んでいるからです.
その阿部さんと菊田さんが最初に会ったのは、

第ー次面接の時、最初からいきなり社長が現れた

ことに菊田さんは『本当、最初はびっくりしたん

ですけど、『えっ社長?Jみたいな感じで.それ
くらい社長と社員が近いんだなと恩って、すごい

安心しました.Jそして、会社のトップから直接

『今、会社はどういうことを目標としているのか、

会社は将来どうなっていきたいのかを最初に欄

けたj とと、 r1 T業界は他社との協力で開発を
行うことが多いと闘いていたんですが、自省鵡自

の商品を出していきたいということを強〈言っ

ていたので、商品開発に自分もー絡に嫌われたら

いいなと思って入社を決めました。』とのこと。

採用の当初から経営者が直接関わる理由につ

いて、阿蘇さんからは『採用は、その人の人生の

かなりの鶴分を左右します.少なくともアープに

入って一人前になり、ア}プを静めた後もちゃん

とやっていけるだけのカは付けてもらわないと、

採用した責任が果たせない.あと、企業理念を最

初に話すのは、入社後に『こんなはずではなかっ

た』 ということのないように、 世の中、色んな会

社があるので、『うちはこういう会社です』とハ

フキリ言って、それで良かったら是非どうぞとい

う思いからです。Jと同祉の誠実な経営を感じる

お話しがありました.

「 本人@努潟、援用の電力.育成.0経.

IT来径般の菊閉さんでしたが、『入社した後、

研修期聞が約半年で、そこから会社の商品を作る

ところまでに1年かかりました.Jとのこと.
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その後は、営業支援ツ-，レ左して顧客管理など

いくつかのアプリケーションの開発に携わって

きたそうです。そして、今は、他の2人の社員と

ともに取引先に派遣され、派遣先のシステム潟築

に4終わっています。
全くの袋入だった菊固定んが、健か1年で自主主

商品の関完投担えるようになったのは、菊田冬ん

本人の努力は'bちろんですが、 f絶対にプログラ

ミングの銭術を自分で身に付けようっていう迫

カというか気力というか、それを非常にま量く感じ

るとともに、菊田さんには、理鎗立てて道筋書と作

って考えを進められるj資質があること念見緩め

た阿泌さんの線用の眼力、そして f今までも、全

くコンビュータの経般のない3与を採用し、育てて
きた。Jという同栓の人材育成における経験の嘗

績があっ完こからに他なりません。

温かい会祉・やさしい会社

菊田さんが害悪用の時から会社に虫せして強〈感

じているのは、アットホームな理学厨気と働さきやす

さだといいます。 f仕事の中で本当に図っていた

ら、書量かが助けていて、協力のし合いがすごく強

い、繋がりの深い会社だと思いまナ。貨に出さな

くて、、先議コ与が気にかけて、見ていてくれるけ

そうマす。また f鎗き方に対する百allもすごく良
いなと患っていて、結婚や出産後、働ける会社で

すし、お休みもしっかり取れるので。Jとのこと。

IT業界t士、ハ}ドヲ}クのイメ}ジがありま

すが、阿部さんは「我身の若い頃?なそんな時代で

したが、今は周りの会祉を見てもそれはないです

ね。体位も36協定をきっちり守っていますので

時年1:fJ月の平均残業時間は約19時間でした。J

~た、同社では現在、出産・育児休業中の女性

が2人おり、ご宗人は早い復帰告と希望しているそ

うです。その他に、育児休業から復織したiI:後の

女性は適iζ2目、 10時から16時30分まで出

社し、ぞれ以外の時間は自宅でしごとをしていま

す。また、育児の関係で時間をずらして勤務して

いる男性社員が2人いるとのことです。

ー人ひとりの社員と鵬実に向き合ラ

菊田さんは、富市灘が営業だったことが考慮され

て営業支援ツールの開発に貌わりました。こうし

た混織は社内の閑々に1まで行き渡ってい志す。阿

鶴さんは fエンジょエアは、自分のスキルアップに

繋がる仕事に常iとチャレンジしていないとそチ

ペーションが下がって辞めてしまう。彼ちょっと

おかしいなって患った時はすぐ絡し令聞き、何自主

問題かを犯鍾し、対信するようSこしています。j

こうした一人ひとりの往員に餓突に向き合い、

社員の事領令第ーに考え経営する安勢方志向祉の

着実な成長t:-支えていると徳償し志した。

代表取締役IoJft.-JlIIdん
事最式会後アーブ

. . ソフトウzァ-
I!it lI ， 9 9 5~事， 111 
資家会 1. 00075円

~袋署;- t電器量取車e.問書事後-a
主主.. 6145 (201 ~語家 2 月現;8:)

僚を総司fft図IiU事園小1II11rシa
得岡崎直荷台t!11f611 

. 昔話 03-5259-5891 

IIIIW. arp吋締rp.∞.JP
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ひとつ、ひとつの 中小企象ストーリー① 『伝える』ビジネスに斯たな価値と成長を

様式会祉日l傭ピ一アール

{鎗合タリエイティブ集積

印刷物の創作加エ・}

長年培ってきた f伝えるJ事業を犠に時代
に応じた改善や新たなビジネスに挑戦。そ
うした志を社員と共有して更なる成長を。

色々な&.障がしたい l

線式会社日精t'一アールは、創業80年の歴史

ある印刷会主主で、環境に優しい f水なし印刷jな

~新技術iこいち早く対応するとともに、付加価値

の高い高綿密印刷など印刷を核とした会社です。

1主7ヒ、会社案内・パンフレットなどの販売促進
ツールの企画・デザイン・印刷、 WEBの制作ま

で営業ツールとして活用するコンテンツに、編JA

〈、ワンストップで対応ナるビジネスなど唱3積極

的に康調してい志す。

今回お話しを伺った泉dんは、今年の3月で入
社丸l年。同祉に入社する前は6年間、建設機械

関係の企業で、金量量管理のしごとそしていたそう

です。転車量的理闘を伺うと f前の会主主は娘獲が大

きくて、色々な経験がしにくいというか、仕事が

絞られている重量績でしたが、将来は自分で事業を

したいっていう著書というか、目標がiT>るので、そ

のためには色々な経験をさ鳴きてもらえる住等が

したいなと考えて転機した。」そうです。

息さんの想い+中材社長の卿意

同祉の人材灘保の活動として特筆すべきは、社

長の中村さんが、採用の当初から、先績に立って

取り組んでいることです。括主さんも、最初に中村

苦言語陸自軍内営業側発チーム 泉 E野太さん

さんと出会い、f新しい事業を立ち上げたいので、

色々と自由な努想で取り緩んでほしい。」と熱く

勝ってくれたことが、入祉の大きなきっかけとな

っているそうです。

このいきさつについて中村8んは、 f線用は、
責任が生じる事なので、経営混~や方針'å:経営者

が、直接伝える君主義はすごく盤重要だと考えてい表

すので、全て私が面奇襲しています。また、弊祉は

印刷をコアとしつつ、新しいこ tlζ~んどん挑戦

していきたいと考えており、ぞれ令担う苦慮携のあ

る入念場史めていたんですが、事長はまさにそういう

仕事を求めていて、その気械もあったので、是非

来てほしいと含いました。後は、大企業・上場企

業の面接も受けていたようですが、経営者が雲の

上にいる会社よりも、経営者に近いととろで、

色々な経験が出来るということから、弊祉に入社

してくれたというところですけとのこと。

者いうちから色々な経験が出来る、経営考と役

員の距離が近く経営者の背中を直接見ながら、経

営者と学ぶことが出来るのは、大企業にはない中小

企業のメジットですが、泉冬んのしごとに対する

希望が明書躍でプレないこと、社長である中村さん

が先頭に立ち、熱意を持って*職者にアプローチ

していることが、中小企業として理想的な出会い

'a:もたらしたといえるでしょう。

曾ヨ院は将来の糧になる、やりがいがある

こうして入社した泉さん、現在は新規事業立、

上げに向けて、総行錯首長の毎日です。同時iと、ネ

ット印刷サイトでありながら、エりアを千代田区

周辺に絞って、実際に企業などへ貫主問し、打合せ

も可ftな「担当者の車買が見える、ネット印刷とリ
アル印刷の良いとこ取りjの遜県民サイトの司修業も

但当しています。

f色々な経験告としたいjという泉さんの希望iζ
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沿うものですが、入社直後からヱ足の怠継も大変

なのではないかと伺うとf印刷物は業種会関わず

必要なものなので、色荷な企業や人ど漢がりそ持

てますし、 f営業スキルは将来を見据えて、絶対
に身に付けておくべき』との助言告と頂いて、では

是非というととで取り組んでいまず。jとのこと。

また、f前織はお客様の綴が見えないところマ、

やりがいを感じにくかったんですけど、今はお客

様と密にコミ品ニケ}ションして、ーからデザイ

ンし、製作して、出来上がったものに対して喜ん

でいただけるので、すごくやりがいを感じます。j

と、中小企業ならでは、印刷業ならではの営業の

犬切さや鰻醐事長~感じているようです曲。

培ってきたもの、度化に対応するもの

関祉は、創業80停の歴史書hる印制会社ですが、

新たな銭術の導入にも税者量的で、最近では f水な

し印刷jにほDtNランプを付置ナることで印刷物

が瞬時iζ総くシステム念場入し、品質向上と悠納
期を実現しています。そして、中村さん、泉さん

を中心iと更に新たな事業へと銚践していまず。

とうした経営について中村さんはf絡ってtきた
りソ}ス命活かしつつ、それを今後どう広げてい

くかというのが私の考えであり、そのととは泉と

も共有しています。とはいえ、新しいことはすぐ

には成果が出ません。ただ、新しいことに挑殺す

る大変さが、逆にこれ*マ培ってきた事業の毒事~

~か、お客様からおtt.をと頂けることが当たり前

じゃないんだと、改めて気づき会与えてくれたと

患い志す。そして、これまで築いてきた$着陸を見

直ナことが、お客織のためになるというふうに感

じています。Jとのこと。

今、印刷業界は大きな転後調会迎えているとい

え*す.デジタル化・紙以外の媒体へのシフトの

加速、ネット印刷の主主大など、印刷業告と取り巻く

織身な変化の中で、中村イズムは、a:，る郁分は大

Jl!!.1ζ、I>る昔草分は望書5廷に進行しています。

泉さんは「営業の中で、 td客織がよく絡安のネ

ット印刷と比較~れますが、例えばボスティング

ずるチラシなどは、ネット印刷でもいいと自分で

もお客機iζ含っています。でも、会社員健内など会
主主の経営会左右しかねない印刷物は貨を最重線

し、コストかけてマも、食いものを製作した方ぷ

良いというととはきちんとど駁明して、そとはお

客様も理解していただいていまず。Jといいます。

『伝える」という志に共Sするζと

中村さんは f弊社は、設立当初から印刷を通じ

て、情報とか人に想いを伝えることに取り組んで

きました。この『伝える』こと告と時代に合わせて

変えていこうという『窓』に共感できる入金採用

し新たなビジネスに銚験するを同時に、社員が耳8
1と長金書醸し、縫ってきたコアビジネスを育てていく
ことで、社員も私もー絡に成長していきたb、。j

と真っl!:ぐに言寄っていただき去した。

代表取締役佐重量 中村後一隠さん

練武会後回線ピーアーJJ..

...会事リI{号l"幾8・印刷物の制作1悶ヱ.

.余年 1935~10月
習慣司E会 2， OOOn'同#t... ftlllUIfI総書k章t~隆 司炉事せ.-，a事

をま..6045 
員時復調S千代国区単語2韓国Jlω10圃，5T1IIビJJ，7際
世I&露。3-5835-2711
附tps:I/"蜘.間pr.昌弘jp
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ひとつ、ひとつの 中小企象ストーリー⑩曜かいコ.~.:.ヶーシヨシと地道な人材育成

u会主tルケオ
〈先学製品製造・廠宛}

あえて、中小企業に飛び込んだ。人と人と

の温もりのあるコミュニケーションを取り
ながら、しごとがしたかったから。

『中小企象に入りたい』

線式会社ルケオは、高性能な偏光板や波長板を

製造・販売する会社です.偏光板、波長桜は研究

用など専門性が高い顕微鏡に使われ、また、天文

の観測機器などにも使われる製品ですが.一般に

は馴染みの薄い製品です。

今回お街しを伺った商摘さんも入社当初はそ

んな感じだったようです.

高橋さんは、会〈畑違いの建叡関係の会社から

lO4F前iζ転職してきました.入社を決めた理由

は、 「会社の雰囲気Jだそうです.転臓先を考え

るなかで、『会社の写真を見て、なんか明るい会

社なのかなJl:感じて応募したそうです。
『前の会社は大きい会社で、人と人が明書ること

があまり無かったので、中小企業に入りたいな、

少ない人数の中でその人たちと関係を築いて、密

にやっていきたいという思いがありました.J

温かいコ.~.:.ケーショシ

そうした理由で入社した高橋さんですが、コ

ミュニケ}シ沼ンは好きではあるけれど、得意守

はないと言います.そんな高橋さんですが、 「ル

ケオに入ったら、いろんな人が戸を掛けてくれて、

高相暗車斗さん

すごいロミュェヶーシヨンの取れる会社だなあ、

選んでE解だった.Jrみんな興味鯵々で近づいて
来てくれて.r前の仕事は何やってたの?Jとか、
『仕事、大丈夫?Jとか声を豊島けてくれる人もい

て、温かい会社だな.居心地がいいし、すご〈自

分に合っている.Jと感じているそうです.

代表取締役社長の音村さんは、「社内外でのコ

ミaエケ}ションは大切だと恩ってい*すので

最近はそとにカを入れています。昨年は1年間、

月に1園、 2時間程度、パートさんも含め全社員

でコミュ=ケ]シヨンセミナ}をやりました.こ

のセミナーで、皆が話しやすくなり京したし、基

本的なことは学べました.Jとのこと.高橋さん

が感じた社内に流れる温かいコミ品ニケーショ

ンは、こうした地道な取組が支えているのです。

先箪に感創.お客織に.樹

高槍さんの入社後、最初のしごとは営業。文系

出身の高摘さんにとって、光学製品を大学の研究

者に対して営業するのは大変だったようですが、

「是初は先輩の営業に同行させてもらい、どうい

う鋭明&するか生で見て、それを@考に自分なり

にアレンジしながらJ経般を11ね、『何故こうい

う簡をしたんですかつて先筆に質問したりしな

がら少しずつ勉強していった.Jとのこと.

それでも『本当、奥が深い.首tl.::教えていただ
くという気持ちでお客様と接していましたけそ

して、「相手は博士や研究のスベシヤジストです。

分からないことは『分かりません、敬えてくださ

いJとはっきり言うようにしました.先量Eの姿
を見て、強だけは絶対につかないといつも心掛け

ています。Jとまっすぐな自で語ってくれました。

このように先輩に育てられ、お客様に育てられ

た高橋さんは、「お客様の前に出るまでの先隼に

感謝、出てからはお客様に感謝、それだけですね.
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今の自分があるのは~J と感じているそうです.

『喜びJO)..し
お客様と直に接する営業は、闘灘な注文に応え

た時など、お客様に喜んでもらえて「やってて良

かった』と感じたそうです.ー方で、『苦労して

お客様の希望に応えるものを作ってくれた工場

の人たちに、お客様の『ありがとう』が伝わらな

いとそチペーションが上がらない.そこは営業が

しっかり伝えるととが大事'.Jと感じています.

高橋さんが、そう思うのは、お客様から態しい

注文が来たとき、工場の方から 「無理だよ.出来

ないよ.Jと言われると、営集は板挟みになって

悩むととになるのですが、最後には「聞に挟まれ

ている、私がかわいそうと思ってくれ前こんだと思

います.営業が図っているから工場でなんとかし

ようと頑張ってくれ主した.Jそれとは逆に 『工

場が困っているから営業が何とかしようけ とい

うことも径厳し、お互いが助け合う会社、仲間意

識の強い会社だと感じるようになったそうです.

今、高摘さんは、営業を隠れ、資材調途のしご

とを任されています。関逮先の多くが磯人さんの

ため 「ここでも.rr分からないので敬えてくださ
い』から始まり、少しずつロミュエケ}ションを

増やし、良い闘係を築けてきています.電話をす

ると、以前は『後にしてくれ』でしたが、今は色身

左数えていただいて日占勉強になっています.J

ゆっ<1:.1と丁寧に人を育てる

これまでを振り返って高橋さんは、『ゆっくり

と丁寧に育てていただき、戚Z射しています'.Jま
た、そうした中で「街せる仲間ができた.それも

慣れ合いで失敗を隠すわけではなく、お互い駄目

なところは言い合える、そういう仲間が社内外iと

築けたのはすごく良かった.Jと感じています。

社長の音村さんは「私も色t憶えるのに時間

がかかるタイプなので結呆を焦らない.皆さん色

んな事を思いながら、考えながら、私自身も含め

成長しますので、そういう書提携を提供することが

大事だと患います.結果を焦っていい事はない'.J 
そうしたルケオの企業理念は「働きやすい職場

から、お客様のニーズに合った製品を積極的に生

み出し、社会に貢献するJです。同社にとって、

働きやすい臓婦とは、『社員同土でロミュエケ}

ションが取れていること」であり、そういう環境

は「お客様のエーズのことを取り入れて製品開鎗

していこうよJ~いった発想が溢れ、これを集め

て、新しい技術を生み出していけるのだと官いま

す.そしてそれを支える「向上心がある人、勉強

していく意欲がある人.そういう人を一番に求め

ています。j

最後に音村さんは「皆にやりがいがあって、

生きがいがあって、働きがいがある安全安心な場

を提供出来たらすごく怨しい.J左、会社の未来

をにこやかに諮ってくれました。

千惜取締役社長音材健太郎さん

練ま会主tルケオ
創.年 1966年9J1

.積先学.晶...・康男

資本会 4， 000万円

代表.# ft縁取鯵&聖士曇 吉村健太郎
鉱員磁器84:1
所在綿織繍医大山金持町30.9"署

電席。3-3956-4111 {代虫}

M・=仇附胤I同・0・，oojpl
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畠**=..<掴商世と宮、 tt~宮崎膚畢圃圃Z トーリー

鴫.・.'肱.*t.!:..<~・需でf'.

ここでは、東京23区のゆ5儀費告と北館にある4つの施践で実施している強慾訓練を

紹介します。 4つの..食どは、

・中央・事実~tll鳴養育Eカ聞鎌センター(文京区後来)

・中尖・事実~t閉館業能力関鎌センター 3毎年働者総{千代田区飯田機〉
.I:t失・事実必勝集能力開.センター緩編後〈綾織1!11U度}

-中失・城北線.能力関先センター赤羽絞〈北区西が丘}

それぞれ特徴ある臓象割11織を実施しており、全自告で24科目あり~す。きっとやり

たいしごとにお織するためにあなたを熔く訓練を隻げることができるでしょう。

ここから先l家、そうした制緩を今、3f:i隠している金銭の皆さんが、制緩を受けるこ

とになった轡っかけや、創11織のやりがい、 t苦労などを存分に悟ってくれ~'To

会I)、機業訓練の世界に触れてみてください。 しごとに不安のあるあなたも、きっ

と自信を待って就厳し、職袋入として謡躍できるでしょう。
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メディアプロモーション科は、印刷メディアや

Web 等のデジタルメディアのプロモーションに必

要な知識・技能の習得を目指す人の訓練です。 

 各種メディアの企画・提案・制作、生産部署へ

作業依頼ができるよう知識技能を習得します。 

 メディアプロモーション科の千尋さんにお話を

伺いました。 

千尋さんは「iPad を触ったのも初めてだったん

ですけど、教わったことがすごく実践的なので、

その日のうちに使えるようになってるんですよ。

すごく進みが早いというか。」と満足そうです。 

 また、「難しいことを教えてくれているんですけ

ど、すごく噛み砕いて説明してくださるんですね。

とてもわかりやすいので早く吸収できます。」と意

欲的です。 

 千尋さんは、ものをつくる仕事がしたいという

思いを持ちながらも、形が漠然としたまま見学会

に参加し、不安のなか質問をしました。「いまの時

点で、こういうことがやりたいっていうのが決

まっているんですが、まだそれが漠然としていて、

はっきり『これがやりたいです。』と言い切れなく

ても、大丈夫でしょうか」と聞いたところ、「勉強

しながら方向性を固めていけば大丈夫ですよ。」と

いう話を聞いて入校を決めたそうです。 

 入校してからも、メディアの基礎知識、企画、

プレゼン、ツールの扱いなど様々なことを学び、

「これだったらどこにでもいけるだろう。」と感じ

たということです。 

「応用がきいて、いろんな方向に行けるかわり

に、自分で何も考えずに授業を受けるだけでは吸

収が減っちゃう。指標はもらえるけれども、あく

までも自分で考えて進むのを常にし続けないとい

けない科目なのかな、と思います。」 

印刷だけでなく、様々なメディアを柔軟に組み

合わせ、ときに異業種とも幅広くコラボレーショ

ンするのがメディアプロモーション科の特長です。 

 「広めたいと思うものは他人の目にとまらない

と意味がない。一時的なブームとかでバッと広

がって終わっちゃうのではなく、恒久的に必要

だって思って大事に使ってもらえるようなものが

企画できたらいいなって。人の心に残るような、

そういう感じです。」と力強く語ってくれました。 

 千尋さんがプロモーションしたものを私たちが

目にするのも、遠い未来ではないと感じました。

 

ひとつ、ひとつの職業訓練ストーリー ④ プロモーションとクリエイションを結ぶ 

中央・城北職業能力開発センター 

メディアプロモーション科 

一点特化ではない。 

だからこそ教わったことを繋げ、 

応用していくと、どこにでもいける。 
 

その日のうちに使えるようになってる 

人の心に残るように 

これだったらどこにでもいけるだろう 

メディアプロモーション科 千尋 航宇輝さん 

メディアプロモーション科の概要 

定員   ：年間６０名 

訓練時間 ：６か月 

入校対象者：現在、求職中又は転職を希望する方 

入校時期 ：４月、１０月（各月３０名） 

訓練概要 ：印刷や Web・動画・SNS などのデジタルメ

ディアについて、顧客のニーズにマッチした企

画・提案ができる知識技能の習得をめざします。 
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ＩｏＴシステム科は、モノを動かしつなぐプロ

グラムや、センサー、LED などのハードウェアに

関する知識を身につける科目です。タブレットを

使用したインターネット通信を学び、モノとモノ

をつなぎ制御する技術や、電子回路やマイクロプ

ロセッサなどのモノを動かすプログラミングの手

法を学びます。 

 ＩｏＴシステム科の橋本さんにお話を伺いまし

た。 

「高校の理工学同好会ではモジュールの組み立

てなどをやっていましたが、ＩｏＴシステム科で

内部のところまで勉強できたので、休暇を使った

りして発明というものを自分でできるようになり

ました。僕は小さいころからモノづくりが好きで

したが、『自分がやっている作業を自動化したい』

なんて人にはおすすめの科目ですね」と楽しそう

に話してくれました。 

 一緒に訓練している仲間については、「視野が広

い先を見ている人が多いと思います。30 代前半の

人がいるので、一度社会に出ている人と一緒に過

ごしていると、自分がどうなりたいかということ

にも考えが及んで、僕にとってはかなりいい環境

でした。」 

 授業がすごく面白いと言う橋本さん。「問題をし

っかり頭において作業を進めていく能力が鍛えら

れました。それと、わからないもの自体がわから

ないってときもありましたが、できている段階と

いうものをしっかり把握して積み上げていくとい

う思考が鍛えられました」「授業の最初にけっこう

高度なプログラミングをやらされたのですが、最

近になってあれをもう一度やりなおしたいな、と

いう気持ちになっています」と話す橋本さんは自

分の成長をしっかりと実感できているようです。 

 「ＩｏＴシステム科はＩＴの総合格闘技です。

ですから、ＩＴはやりたいけどどの部分に自分の

興味があるかわからない方、なんでもかんでも自

分でやりたいっていう人には本当におすすめです」

と熱く語ってくれた橋本さん。橋本さんの発明品

とどこかで出会える日が待たれます。 

 

 

ひとつ、ひとつの職業訓練ストーリー ⑫ とにかくＩＴをやりたい！そんな人におすすめ 

 

板橋校 

ＩｏＴシステム科 

 

なにか新しいもの、インターネットで

物を動かすもので、まだないものを作

っていきたい。 
 

休暇を使って発明を 

ＩＴの総合格闘技 

授業で鍛えられた思考力 

 

ＩｏＴシステム科 橋本 祥行さん 

ＩｏＴシステム科の概要 

定員   ：年間３０名 

訓練時間 ：1 年 

入校対象者：おおむね３０歳以下で高卒程度の学力のあ

る求職中又は転職を希望する方 

入校時期 ：４月 

訓練概要 ：家電や自動車などに用いられるモノをイ

ンターネットにつなげるＩｏＴシステムの知識技能

の習得を目指します。 
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た帆 [Ft~~~~EIIIJ闘剛健』すE:Eí.~:i'/Ji4 】|
ここまマ、中炎・城北線業能力開発センタ}、

高年齢考枚、坂有島校、赤羽授が笑総ずる24の訓

練について、生徒のを華さんからお言語しを伺ってき

ました。

皆さん、しっかりと将来に向けた目標'tもら、

一所懸命に馴錬に取り組んでい志した。

クラスの雰囲気

多くの全容をさんから、 fクラスの雰園祭がいいj

とのお音量し唱といただきました。

どの生徒さんを2皆、自分のス当初レ!:'覇軍いて就

職に備えている同士であり、クラスのなかには、

繊々な年齢層、経歴の念後がいますが、お互い協

力し合いながら、和気あいあいと、哲mm琢磨しな

みる金容をさんは、総理韓に関係するまま能を一層

深めるため入校し、懸命に努力してい恋した。

める生容をさんは訓練を通じて、これまで怒像

しなかった新しい可能性念切り聞いていました。

がら訓練iζ取り組んでいることが分かりました。 I 自分の野きをしごとにする

また、分からないことは積極的に教え合い、

教えてもらった生徒容んは、そのことに感謝して よく耳にしたお絡しとして、今取り組んでいる

いるという総括しをp多く聞かれました。 訓練が、子どもの頃から好きだったものと盆なっ

蹴.r::::対する様々な思い

職業訓練の場ですので、管さん一所懸命に自

分のス*，1レを磨いてい涙したが、ー人ひとりの就

職に対する思いは多彩でした。

よくお聞きしたのは f手に織をつけたいJと

いうお銭しでした.この患いは、ものづくり織れ

が毒事しいと言われている今、希望の光のように感

じました。

ある生徒さんは、高校の時から同じま支術't学

び、自分の腕喜edらに副書いてい涙した。

ている~いうこ~がありました。

ぬる全容をさんは、子どもの頃から絵主主好きで、

それがしごとになればとの患いを実現しようと

していました。

子どもの頃から級事館なことが好きで、転機で

それぞ実現しようとする金後さんもい去した。

聾

このように‘ 硲築制緩には...・々な r自分を
磨(J辺自がおります.

おなたにとって、・2陸自・量産ーーする翠自は.J!っ
かりましたか?
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